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小樽南ロータリークラブ会報
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５月２２日
●通常例会
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2025 - 2026 年度ＲＩ第２５１０地区目標
1.会員増強
2.クラブ活性化
3.奉仕活動推進
4.若い世代とのつながり強化

２０２５－２０２６年度 地区活動方針
Revival（リバイバル） 

～原点に立ち返り、未来への繁栄へ～

Ｍｙ Ｒｏｔａｒｙ
２５１０地区ホームページ
ＩＣＴ委員会Ｆａｃｅｂｏｏｋ
各委員会へのメール

■炉辺会（ファイアーサイドミーティング）　カサブランカ

●例会場：オーセントホテル小樽　●例会日：毎週金曜日12時 30分
●事務局：〒047‐0032小樽市稲穂2‐15‐1（オーセントホテル内）TEL.0134‐27‐8123

●Club Homepage：URL https://rid2510.org/otarushouth/
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����5.女性会員増強
6.会員研修充実
7.紛争予防と平和推進
8.ロータリー財団活動強化

FAX.0134‐26‐6935

炉辺会(ファイアーサイドミーティング)
日時：５月１５日　１８時～
場所：オーセントホテル１１階　カサブランカ
■会長挨拶【佐藤友美会長】
　本日のこの席をご準備いただきました委員の皆様に、
心より感謝申し上げます。また、ご参加いただきました
会員の皆様にも厚く御礼申し上げます。
　先ほどＲＹＬＡセミナーについてご説明させていただ
きましたが、青少年奉仕は今後ますます力を入れていく
べき分野であると私自身も感じております。
　本日の炉辺会につきましても、まずは先輩方から、炉
辺会とはどのようなものか、これまでどのように行われ
てきたのかをお聞きする機会になることと思います。
　一方で、現在はどの業界においても想像を超えるスピー
ドで変化が進んでおります。歯科業界においてもこれま
で考えられなかったようなことが次々と起こっており、
対応に追われる日々です。
　それは私の業種に限ったことではなく皆様のお仕事に
おいても同様かと思います。物価の上昇に加え、必要な
物が手に入りにくくなるなど厳しい状況の中で日々お仕
事をされていることと存じます。
　そのような時代の中でロータリーもこれまで通りのま
まで良いのだろうかと最近常々考えております。　
　本日の会ではまず「これまでのロータリーはこうであっ
た」ということを先輩方からお聞きいただいたうえで、
これからもそのままで良いのかを皆様で考える機会にし
ていただきたいと思います。
　これまでと同じやり方のままでは新入会員にとって参
加しにくく、また若い世代にとって入会しにくいクラブ
になってしまうのではないかと危惧しております。クラ
ブとしての魅力を保ち、さらに高めていくためにも今の
時代に合ったあり方を考えていく必要があるのではない
でしょうか。
　ぜひ本日は先輩方からこれまでのロータリーのあり方
をお聞きいただくとともに、新しい会員の皆様からも「今
の若い世代にはこの形では少し難しいのではないか」
「もっとこうした方がロータリーは良くなるのではない
か」といった、率直なご意見をお聞かせいただければと
思います。
　上下の隔たりなく、忌憚のない意見交換が行われ、先

輩方もその声を受け止めながら、「それではこうしてみよ
うか」と前向きな案が生まれることを、大いに期待して
おります。
　最後まで参加できないことは大変残念ではございます
が、本日が皆様にとって実りある会となり、多くの意見
が交わされる良い機会となりますことを願っております。
　どうぞよろしくお願いいたします。
■RYLAセミナーについて
　ＲＹＬＡとは、Ｒｏｔａｒｙ　Ｙｏｕｔｈ　Ｌｅａｄｅ
ｒｓｈｉｐ　Ａｗａｒｄｓの略で、青少年や若い世代が
リーダーシップについて学ぶためのプログラムです。参
加者はロータリアン本人ではなく、ロータリーに関係す
る企業の方やそのご子息など、２０代から３０代頃まで
の若い世代が中心です。
　基本的には２泊３日の日程で行われ、初対面の参加者
がグループに分かれて一つのテーマについて話し合い、
最終日に発表します。昨年は栗山で開催され「サザエさ
ん一家の中で一番のリーダーは誰か」というテーマが与
えられました。正解を求めるものではなく、リーダーと
は何か、リーダーシップをどう考えるかを深めることが
目的です。
　期間中は議論だけでなく、レクリエーションを通じて
親睦を深める時間もあります。また、ガバナーや地域で
活躍されている方々の講話を聞く機会もあり、今年は玉
井ガバナーの挨拶に加え、洞爺湖町長による被災経験の
お話や、古野ガバナーエレクトによるリーダーシップに
ついての講話も予定されています。
　普段なかなか接することのできない方々から直接お話
を伺い、質疑応答やディスカッションができることは、Ｒ
ＹＬＡの大きな魅力です。参加者にとって、人との関わ
り方や意見をまとめる力を学ぶ貴重な機会になると思い
ます。
　来年は古野さんがガバナーを務められる年度となります
ので、札幌方面などでの開催になるのではないかと思いま
す。入会されたばかりの方や、お知り合いの若い方がいらっ
しゃいましたら、ぜひ参加をおすすめいただければと思い
ます。参加費は１万円で、それ以外の費用はロータリーが
負担する形となっております。最後に終了式を迎えて解散
するというのが、ＲＹＬＡの基本的な流れです。
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例会プログラム
■入会５年未満会員スピーチ
【入会６カ月：石上会員】
　入会してまだ６か月の石上でございます。入会したば
かりであるうえ、例会にもなかなか出席できておらず、
まだまだ学ぶことばかりでございます。
　４０代として、仕事にもしっかり取り組まなければなら
ない時期であり、日々忙しくさせていただいておりますが、
そのこと自体も大変ありがたいことだと感じております。
　本日は、お酒を交えながら皆様とお話しする中で、普
段の例会だけでは伺えないお話を何倍にも増して聞かせ
ていただける貴重な機会だと実感しております。このよ
うなありがたい会になぜ先月は参加できなかったのかと、
今さらながら反省しているところです。
　本日はまだ時間もございますので、ぜひ皆様からさま
ざまなお話を伺い、学ばせていただきたいと思います。
　ロータリーについては、実は私自身子どもの頃から少
し身近に感じておりました。父がロータリーに入会して
おり昼の会合に出席するために不在にしていたことから、
私にとってロータリーは「昼に集まる会」という印象が
ありました。
　一方で、父は４０歳までは青年会議所に所属しており
ましたので母からは「ＪＣの頃は夜にいないことが多かっ
た」と聞いております。
【入会１０カ月：山田会員】
　学校を卒業してから現役時代までの約４０年間仕事を
続ける中で、上司や先輩、同じ業界の方々をロールモデ
ルとして学ばせていただいてきました。しかし、ある時
期を過ぎると、この先どのように過ごし、何を目指して
生きていけばよいのか、その指針が見えにくくなること
がありました。
　そのような中でロータリークラブに入会し、今なお現
役で活躍され、豊かな経験と実績を持ちながら、素敵に
人生を歩んでいらっしゃる皆様と出会うことができまし
た。皆様は私の話も懐深く受け止め、それぞれの経験に
基づいた温かな言葉を返してくださいます。多くの学び
と励みをいただき、このクラブに入会できたことを大変
嬉しく、ありがたく感じております。
【入会１年１１カ月：中井会員】
　私も長く青年会議所に所属しておりましたが、４０歳
を過ぎた頃から齊藤さんに「なぜロータリーに入ってい

ないのか」と、たびたびお声がけをいただいておりました。
　その後、入会申込書をお持ちいただき「悪いようにはし
ないから」と背中を押していただいたことを覚えておりま
す。一昨年頃だったかと思いますが、声をかけていただい
た際に「再来年は会計をよろしく頼む」と言われたことが
少しずつロータリーを意識するきっかけになりました。
　今年は雅之さんとともに次年度会計を務めることとな
り、打ち合わせや準備などでお付き合いする時間も増え
てまいりました。その中で、これまでよりも一歩踏み込
んだ形でロータリーに関わっていくことになるのではな
いかと感じております。
【入会１年６カ月：水谷会員】
学校を卒業してから現役時代までの約 40年間、仕事を続
ける中で、上司や先輩、同じ業界の方々をロールモデル
として学ばせていただいてきました。しかし、ある時期
を過ぎると、この先どのように過ごし、何を目指して生
きていけばよいのか、その指針が見えにくくなることが
ありました。
そのような中でロータリークラブに入会し、今なお現役
で活躍され、豊かな経験と実績を持ちながら、素敵に人
生を歩んでいらっしゃる皆様と出会うことができました。
皆様は私の話も懐深く受け止め、それぞれの経験に基づ
いた温かな言葉を返してくださいます。多くの学びと励
みをいただき、このクラブに入会できたことを大変嬉し
く、ありがたく感じております。
【入会２年３カ月：伊早坂会員】
　いつも昼の例会に参加できず、申し訳なく思っており
ます。ロータリーに入会して一年半ほどになりますが、
医療の仕事に携わっている関係上、日中の例会にはどう
しても出席が難しい状況が続いております。
　医療に従事する中で、仕事と地域活動との時間の配分
には難しさを感じることもあります。しかし、このよう
な会に参加させていただき、先輩方のお話を伺うと、大
変楽しく、また多くの学びがあると感じております。
　本日も皆様とお話しする中で、ロータリーの魅力や人
とのつながりの大切さを改めて感じることができました。
今後も十分に参加できないことがあるかと思いますが、
できる限り関わらせていただきたいと思っております。
　これからも皆様からさまざまなご指導をいただけます
と幸いです。今後ともどうぞよろしくお願いいたします。


